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平

成
　

年

２７ 年頭のごあいさつ
　　　　富良野市長  能登　芳昭

ル
率
の
向
上
を
め
ざ
し
、
市
民
福
祉
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
広
島
市
や
礼
文
島
の
集
中
豪
雨
に
よ

る
土
砂
崩
れ
、
御
嶽
山
の
噴
火
、
長
野
県
白
馬
村

の
地
震
な
ど
の
大
規
模
な
自
然
災
害
が
発
生
し
、

市
民
の
防
災
意
識
も
日
々
高
ま
り
を
見
せ
て
お

り
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
は
市
内
に
自
主
防
災
組

織
が
、　

団
体
結
成
さ
れ
、「
自
助
」「
共
助
」

３７

「
公
助
」
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
が
芽
生

え
つ
つ
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
市
民
と
行
政
が
連
携

し
た
防
災
体
制
の
確
立
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
　
月
、
衆
議
院
解
散
直
前
に
成
立
し
ま
し

１１

た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
は
、
少
子

高
齢
化
の
進
展
に
的
確
に
対
応
し
、
人
口
の
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
、
若
い
世
代
の
結

婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
こ
と
と
、

地
方
へ
の
人
の
流
れ
や
「
し
ご
と
」
を
つ
く
る
た

め
の
法
律
で
あ
り
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
人
口

減
少
と
少
子
高
齢
化
は
、「
待
っ
た
な
し
」
の
状

態
で
あ
り
、
人
口
減
少
に
よ
る
地
域
経
済
の
低
迷

は
、
さ
ら
な
る
雇
用
の
場
の
確
保
を
困
難
に
し
、

負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
と
し
て
地
域
そ
の
も
の
を
崩

壊
・
消
滅
さ
せ
る
「
静
か
な
る
震
災
」
と
も
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
本
市
と
し
て
は
、
こ
の
危
機
感

を
市
民
と
と
も
に
共
有
し
、
そ
の
対
策
は
、
す
べ

て
の
政
策
を
集
中
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
、
子
育
て

世
代
が
地
域
に
魅
力
を
感
じ
、
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る

と
と
も
に
、
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
、
雇
用
の

場
を
確
保
し
、「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
、
そ
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
誇
れ
る
ま
ち
」
を
め
ざ
し
て
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈

念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
　
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し

２７

た
こ
と
を
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
４
月
、
任
期
満
了

に
伴
う
富
良
野
市
長
選
挙
に
お
い
て
、
多
く
の
市

民
の
み
な
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
持
を
い
た
だ
き
、

引
き
続
き
市
民
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
べ
く

市
政
を
担
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り
、
あ
ら
た
め
て
、

富
良
野
市
の
振
興
発
展
と
市
民
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
、
覚
悟
を
持
っ
て
全
力
で
取
り
組
む
決
意

を
い
た
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
今
日
に
お
け
る
国
内
経
済
は
、
消
費
税

率
が
５
％
か
ら
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
昨
年
の
１
月
か
ら
３
月
ま
で
は
駆
け
込

み
需
要
に
よ
り
消
費
は
伸
び
ま
し
た
が
、
４
月
以

降
は
そ
の
反
動
に
よ
り
大
き
く
落
ち
込
み
、
さ
ら

に
、
電
気
料
金
の
再
値
上
げ
や
急
激
な
円
安
に
よ

る
輸
入
原
材
料
の
高
騰
が
、
家
計
や
中
小
企
業
を

直
撃
し
、
市
民
の
暮
ら
し
は
非
常
に
厳
し
く
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
安
倍
内
閣
は

急
遽
　
月
　
日
に
衆
議
院
を
解
散
し
、　
月
　
日

１１

２１

１２

１４

に
、
自
由
民
主
党
が
連
立
与
党
で
あ
り
ま
す
公
明

党
と
併
せ
、
３
分
の
２
以
上
の
議
席
を
獲
得
し
、

圧
倒
的
な
勝
利
を
挙
げ
ま
し
た
が
、
国
政
運
営
に

期
待
と
不
安
が
国
民
に
強
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
つ
い
て
は
、

６
・
７
月
は
干
ば
つ
傾
向
、
８
月
は
長
雨
が
あ
り

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、農
作
物
は
順
調
に
生
育
し
、

良
い
出
来
秋
を
迎
え
、
農
家
経
済
は
概
ね
平
年
並

み
以
上
で
あ
り
ま
し
た
。　

月
に
は
、
農
業
の
多

１２

様
な
担
い
手
の
育
成
や
確
保
を
図
る
た
め
の
拠

点
施
設
と
し
て
「
富
良
野
市
農
業
担
い
手
育
成
セ

ン
タ
ー
」
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

　
観
光
に
つ
い
て
は
、
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
上

半
期
の
観
光
入
込
客
数
は
前
年
同
期
比
３
・
４
％

減
の
１
２
２
万
人
と
な
り
ま
し
た
が
、
ア
ウ
ト
ド

ア
ブ
ー
ム
に
よ
る
登
山
客
の
増
加
や
サ
イ
ク
リ

ン
グ
観
光
が
定
着
し
つ
つ
あ
り
、
海
外
へ
の
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
や
ビ
ザ
要
件
の
緩
和
、
円
安
効
果
に

よ
り
、
外
国
人
の
宿
泊
者
数
は
前
年
同
期
比
　
・
３４

７
％
増
の
２
万
６
千
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
オ
ー
プ
ン
か
ら
５
年
目
を
迎
え
た

「
フ
ラ
ノ
・
マ
ル
シ
ェ
」
は
、
７
月
に
来
場
者
３

０
０
万
人
を
突
破
し
、
現
在
、
建
設
中
の
東
４
条

街
区
市
街
地
再
開
発
事
業
「
ネ
ー
ブ
ル
タ
ウ
ン
」

は
本
年
６
月
、
保
育
所
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
、
マ

ル
シ
ェ
２
、
ア
ト
リ
ウ
ム
が
加
わ
り
、
中
心
市
街

地
は
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
　
月
、
第
２
期
中
心
市
街
地
活
性
化

１０

基
本
計
画
が
内
閣
府
よ
り
認
定
を
受
け
、
今
後
、

計
画
推
進
の
事
業
に
向
け
て
関
係
団
体
な
ど
と

協
議
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
経
済
対
策
と
し
て
は
、
商
工
会
議
所
・
商
工
会

と
連
携
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
つ
き
ふ
ら
の
市
内
共

通
商
品
券
を
発
行
す
る
と
と
も
に
、
公
共
事
業
と

し
て
東
小
学
校
校
舎
・
屋
内
運
動
場
や
樹
海
小
学

校
の
改
修
、
北
麻
町
公
営
住
宅
の
建
設
、
扇
緑
町

本
通
な
ど
の
道
路
改
良
舗
装
や
橋
梁
の
修
繕
、
児

童
公
園
の
遊
具
更
新
に
よ
り
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

行
う
と
と
も
に
市
内
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
の

維
持
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
市
民
生
活
に
お
き
ま
し
て
は
、
地
域
セ
ン
タ
ー

病
院
の
医
師
不
足
が
続
く
中
、
将
来
的
な
医
師
確

保
を
目
的
に
、
旭
川
医
科
大
学
医
学
生
を
対
象
に

修
学
資
金
貸
付
制
度
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
地

域
で
子
育
て
を
支
え
合
う
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
」
の
導
入
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
や
第
６
期
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
、
衛
生

用
品
ご
み
の
固
形
燃
料
化
に
向
け
た
リ
サ
イ
ク
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◆家庭でテレビやゲーム・インターネットに充てる時間

　家で、１時間以上の視聴時間の児童生徒が80％を超える結果となりました。
また、１時間以上ゲームをしている児童生徒が60％以上であることから、過半
数の児童生徒が家庭で過ごす時間の２時間以上をテレビやゲームに充てている
ことになると考えられます。さらに１時間以上メールやネットをする生徒が半
数を超えることから、家庭学習の時間を十分確保できていない状況にあります。

生活習慣や学習環境などに関する調査結果（抜粋）
◆学習習慣

　家庭学習の重要性を呼びかけてきたことで、宿題や復習に取り組むように
なってきている状況が見られます。しかし、家庭学習に充てる時間は今年度も
全国平均に比べて低く、２時間以上家庭で勉強している割合となると全国に比
べて半数近くの状況です。家庭での学年に応じた学習時間を確保するためにも、
生活習慣を含めた家庭の協力が求められます。

　本市児童生徒の仲間と
協力して取り組んだ達成
感の高さは、保護者の学
校行事などへ参加意識の
高さに裏打
ちされてい
ることがう
かがえます。

教科に関する調査結果
【小学校】

　国語の「活用」並びに算数の「知識」・「活用」に関する問題は、全道平均正
答率と同等であり、国語の「知識」に関する問題は、全国平均正答率と同値で
した。

【中学校】

　国語・数学の「知識」「活用」に関する問題のすべてにおいて、全道・全国平
均正答率を上回る結果でした。

調査の概要 

【調査目的】
虚全国的な児童生徒の学力
や学習状況を把握・分析し、
教育施策の成果と課題を検
証し、その改善を図ります。

許教育に関する継続的な検証
改善サイクルを確立します。

距学校における児童生徒へ
の教育指導の充実や学習状
況の改善などに役立てます。

【調査対象】
小学６年、中学３年

【調査内容】
虚教科に関する調査（国語、
算数・数学）
・主に「知識」に関する問題
・主に「活用」に関する問題

許生活習慣や学習環境など
に関する質問紙調査
・児童生徒に対する調査
・学校に対する調査

鰹問 学校教育課　　拶３９‐２３２０

富良野市学力向上プロジェクト
（市校長会、市ＰＴＡ連合会、市教育委員会）

平
成
　
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

２６

取
り
組
み
の
成
果
、
着
実
に

「
知
識
」
「
活
用
」
は

　
　
　
　
中
学
校
で
全
国
平
均
以
上
に

　教育委員会では、全国学力・学習状況調査の結果（くわしくは市のホームペー

ジをご覧ください）を踏まえ、学力向上の取り組みを、「第2次富良野市学校教

育中期計画（平成２５年度～平成２９年度）」及び「富良野市ZERO運動」を基軸と

し、充実した教育活動が展開できるよう推進していきます。

　児童生徒は、規則正しい生活習慣と計画的な家庭学習（宿題・予習・復習）

に小学６年生は毎日７０分以上、中学３年生では毎日１００分以上取り組みましょう。

普段、１時間以上勉強を
しますか

小学校 中学校

家で学校の授業の予習
をしていますか

家で学校の授業の復習
をしていますか

小学校 中学校 小学校 中学校

普段、１時間以上テレビ
やDVDを見ていますか

小学校 中学校

普段、１時間以上ゲーム
をしますか

小学校 中学校

普段、１時間以上携帯な
どでメールやインター
ネットをしますか

小学校 中学校

家の人は、授業参観や運動
会などの行事に来ますか

小学校 中学校

学級みんなで協力して何
かをやり遂げ、うれし
かったことがありますか

小学校 中学校

◆学校行事などへの参加意識

富良野市 北海道 全国凡例：

59.5
51.4

62.0

49.5

61.2
67.9

44.1
47.7

43.2

27.5
34.034.2

75.9

62.6
54.0

60.8
55.8

50.4

86.387.085.8 86.584.083.8

60.862.8
54.7

64.0

※５択のうち「当てはまる」と回答した数値のみで比較

61.256.4

14.618.515.1

53.250.747.7

87.7

77.181.2
70.3

39.9
49.9

65.5
54.756.9

76.6

58.358.5
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65 歳以上

15 ～ 64 歳

0~14 歳

H52H47H42H37H32H27H22H17H12Ｈ7Ｈ2

17,828

4,963
3,961

14,591

3,155

6,512

8,848

1,585

7,119
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14
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推計推移
36,627

24,259

17,552
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滅
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性
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治
体

　
市
の
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6

40
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7
人
を
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に
年
々
減
少

し
、
平
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年
の
国
勢
調
査
で
は

２２

2
4
2
5
9
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
の
推
計
で
は
、
グ
ラ
フ

１
の
と
お
り
、　

年
後
の
平
成
　

26

52

年
に
は
1
7
5
5
2
人
と
大
幅
な

人
口
減
少
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
年
齢
の
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で
表
し
た

の
が
グ
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２
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、　
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上
の

65

高
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5
1
2
人
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ら
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は
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1
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と

52
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す
る
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ら
　
歳

15

64

ま
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産
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齢
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1
4
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9
1
人
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ら
8
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4
8
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と
5

7
4
3
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も
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少
し
、　
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以
下

14

の
年
少
人
口
で
は
、
3
1
5
5
人

か
ら
1
5
8
5
人
に
半
減
す
る
こ

繋
データから見る未来予測
Future prediction

と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
割
合
で

表
す
と
、
平
成
　
年
の
　
歳
以
上

５２

６５

の
高
齢
化
率
は
　
％
で
、
働
い
て

４１

税
金
や
年
金
を
払
い
消
費
す
る
　15

歳
か
ら
　
歳
ま
で
の
生
産
年
齢
人

65

口
は
、
全
人
口
の
　
％
程
度
に
な

５０

る
こ
と
か
ら
、
市
の
労
働
生
産
性

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が

想
定
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
今
年
５
月
、
日
本
創
生

会
議
・
人
口
問
題
検
討
分
科
会
（
座

長
・
増
田
 寛
  也
 元
総
務
大
臣
）
は
、

ひ
ろ
 
や

全
国
の
自
治
体
の
う
ち
８
９
６
の

自
治
体
で
、
平
成
　
年
か
ら
平
成

２２

　
年
ま
で
の
　
年
間
に
若
年
女
性

５２

３０

（
　
～
　
歳
）
が
半
分
以
下
に
減
る

２０

３９

と
試
算
し
、「
将
来
、
消
滅
す
る
可

能
性
が
あ
る
」
と
指
摘
さ
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ま
し

た
。
本
市
も
、
そ
の
中
に
含
ま
れ

て
お
り
、
人
口
減
少
対
策
が
市
と

し
て
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型

　
次
に
平
成
　
年
の
国
勢
調
査
の

２２

人
口
デ
ー
タ
を
５
歳
刻
み
で
表
し

た
も
の
が
グ
ラ
フ
３
で
、　

歳
か

６０

ら
　
歳
ま
で
の
団
塊
の
世
代
と
、

６４
　
歳
か
ら
　
歳
ま
で
の
団
塊
ジ
ュ

３５

３９

ニ
ア
と
呼
ば
れ
る
世
代
が
２
つ
の

山
と
な
っ
て
お
り
、「
ひ
ょ
う
た
ん

型
」
の
人
口
構
成
と
な
っ
て
い
ま

す
。
グ
ラ
フ
４
の
　
年
後
の
平
成

２６

　
年
の
５
歳
毎
年
齢
人
口
の
推
計

５２で
は
、　

か
ら
　
歳
ま
で
の
団
塊

６５

６９

未
来
へ

―
人
口
減
少
社
会
と
向
き
合
う
―

市の人口推移と推計市の年齢別階層人口推移と推計

超高齢
社会へ

　
国
を
挙
げ
て
取
り
組
み
が
ス
タ
ー

ト
し
た
人
口
減
少
対
策
。
市
に
お
い

て
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
市
は
も

ち
ろ
ん
、
各
団
体
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
知
恵
を
出
し
合
い
、
対
策
を
講

じ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
富
良
野
に
お

け
る
人
口
減
少
の
現
状
と
、
対
策
に

向
け
た
市
の
動
き
を
お
伝
え
し
ま
す
。

グラフ１グラフ２

特集

20,000

40,000

（人）

10,000

20,000

（人）
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昭和６０～平成２２年地域別人口増減率
人口増加率３０％以上

人口増加率２０％～３０％未満

人口増加率１０％～２０％未満

人口増加率　０％～１０％未満

人口減少率　０％～１０％未満

人口減少率１０％～２０％未満

人口減少率２０％～３０％未満

人口減少率３０％以上

日の出町
本町

春日町
幸町

栄町

新富町

朝日町
桂木町

末広町

緑町

南町

若松町

北斗町

西町

東町

扇町

弥生町
北の峰町

若葉町

新光町錦町

北麻町
東雲町

東麻町

花園町

西麻町

住吉町

瑞穂町

南麻町

市街地

同じ市街地
でも格差
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と
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想
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れ
ま
す
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に
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が
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一
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%
以
上
の
人
口
が
減
少
し
て
い

50ま
す
。
一
方
、
市
街
地
で
は
、
若

干
で
す
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
そ
の
市
街
地
を
、
細
か

く
区
切
っ
た
の
が
グ
ラ
フ
８
で
す
。

中
心
市
街
地
や
麻
町
地
区
で
　
%
30

以
上
の
人
口
が
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
都
市
計
画
道
路
の
整
備
な
ど

で
、
宅
地
開
発
な
ど
が
行
わ
れ
た

郊
外
部
で
は
、
逆
に
　
%
以
上
の

30

人
口
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

平成２２年の５歳毎年齢人口平成５２年の５歳毎年齢人口
90
歳
以
上
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~8
9
歳

80
~8
4
歳

75
~7
9
歳

70
~7
4
歳

65
~6
9
歳

60
~6
4
歳

55
~5
9
歳

50
~5
4
歳

45
~4
9
歳

40
~4
4
歳

35
~3
9
歳

30
~3
4
歳

25
~2
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歳
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4
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5~
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歳 歳歳
94
歳歳 歳歳歳歳歳歳

今
世
紀
生

歳
4
歳歳歳
9

歳
4
歳歳歳 歳歳歳歳歳歳歳

バ
ブ
ル
以
降
生

歳
94
歳歳 歳歳歳歳歳

団
塊
ジ
ュ
ニ
ア

歳
9

歳
4
歳歳歳 歳歳歳歳歳

新
人
類
世
代

以94
歳
4
歳歳歳歳

個
人
主
義
世
代

上
以
上

以
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主
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世
代
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個
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世
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義
世
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義
世
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499

906

1,512

975

市の転入数・転出数の推移

昭和６０～平成２２年地域別人口増減率

郭
１学年
１００人に

転出＞転入

３０年後

農村部の
減少大

グラフ３グラフ４

グラフ５グラフ６

グラフ７

Ｈ１５年
に逆転

200

300

（人）

150

250

1,100

1,700

（人）

800

1,400

1,000

2,000

（人）

1,000

2,000

（人）
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市
長
が
地
域
に
出
向
き
、
市
民
の
方
々
と
意
見
交
換
す
る
「
市
長
と
語
ろ
う
地
域

懇
談
会
」。
今
年
は
、「
人
口
減
少
問
題
」
を
テ
ー
マ
に
、
９
月
　
日
か
ら
　
月
　
日

３０

１１

２７

ま
で
市
内
　
カ
所
に
お
い
て
開
催
し
、
延
べ
３
８
５
人
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
さ

１５

ま
ざ
ま
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
意
見
の
一
部
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

罫
市民の英知を結集
We will gather our knowledge

問
題
解
決
の
糸
口
を

　
　
月
１
日
に
開
催
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
」

１２
に
お
い
て
も
「
人
口
減
少
問
題
」
を
取
り
上
げ
ま

し
た
。
講
演
会
に
は
、
沿
線
町
村
を
含
め
１
０
６
人
が
参
加
。
講
師
は
、
一
般
社
団

法
人
北
海
道
総
合
研
究
調
査
会
理
事
長
で
、
今
年
９
月
、
内
閣
官
房
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
本
部
事
務
局
参
事
官
に
就
任
さ
れ
た
五
十
嵐
 智
  嘉
  子
 さ
ん
。
日
本
・
北

ち
 

か
 

こ

海
道
・
富
良
野
の
人
口
動
向
と
課
題
、
人
口
減
少
対
策
に
お
け
る
戦
略
の
立
て
方
に

つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
の
要
旨
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

市
長
と
語
ろ
う
地
域
懇
談
会
を
開
催

ま
ち
づ
く
り
講
演
会
を
開
催

◆
人
口
移
動
が
大
き
な
要
因

　
人
口
減
少
理
由
は
、
地
方
に

よ
っ
て
異
な
る
が
、
多
く
は
人

口
移
動
が
大
き
な
要
因
。
こ
れ

ま
で
３
期
に
わ
た
り
大
き
な
人

口
移
動
が
発
生
（
高
度
成
長
、

バ
ブ
ル
、
2
0
0
0
年
代
）。

　
東
京
圏
へ
の
転
入
は
、
大
卒

後
就
職
時
、
大
学
進
学
時
が
考

え
ら
れ
る
。
東
京
圏
へ
の
人
口

流
入
と
地
方
で
の
人
口
減
少
は
、

就
業
、
所
得
状
況
と
表
裏
一
体
。

　
三
大
都
市
圏
、
特
に
東
京
の

出
生
率
は
極
め
て
低
く
、
地
方

か
ら
三
大
都
市
圏
へ
の
若
者
の

流
出
・
流
入
と
低
出
生
率
が
人

口
減
少
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

◆
社
会
増
が
人
口
減
少
抑

制
に
効
果

　
自
然
増
減
（
出
生
・
死
亡
）

の
影
響
度
は
、
出
生
率
が
上
昇

し
た
場
合
の
人
口
減
少
抑
制
効

果
は
一
定
程
度
あ
る
。
一
方
、

社
会
増
減
（
転
入
・
転
出
）
の

影
響
度
は
、
移
動
率
が
落
ち
着

い
た
場
合
の
人
口
減
少
抑
制
効

果
が
大
き
い
。

地方版総合戦略の立て方

▼現状分析と将来分析

▼ターゲットの絞り込み

▼目標設定

▼目標達成に向けた基本方針

▼具体的手法・手順

▼実行と検証

 Ｐ 
プラン

 Ｄ  Ｃ  Ａ サイクルを！
ドゥ チェック アクション

少子化対策

転入促進・転出抑制

男女が出会える機会

づくりが必要だと思

う。

子育て支援をもっと

充実する必要がある

のでは？

農地法による特区制

度の導入をしては？

農村部に光ファイバー

を整備し、ＩＴ関連企

業を誘致しては？

健康・観光・環境の３

Ｋをキーワードにし

た交流人口の拡大を。

地域内のコミュニ

ティを活性化してい

く必要があると思う。

民間企業経営者に対

する社員の育児休暇

取得の意識付けを。

子どもが屋内で遊べ

る場所があると良い

のでは？

農業の生産法人化を

促進してはどうか。

農産品の付加価値を

高める６次産業化を

促進してはどうか。

アウトドア関連事業

を促進してはどうか。

コンパクトシティの

形成に向けた取り組

みを進めていくべき。

地域戦略
の立て方
を学習！
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ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
発
足

　
国
で
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
本
部
が
設
置
さ
れ
、
各
地

域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し

た
自
立
的
で
持
続
的
な
社
会
を
実

現
す
べ
く
、
政
府
が
一
体
と
な
っ

て
各
種
施
策
を
行
お
う
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
動
き
と
連
動
し
、
市
で
は
、

こ
の
間
「
市
長
と
語
ろ
う
地
域
懇

談
会
」
や
「
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
」

を
開
催
し
、
人
口
減
少
の
現
状
を

共
有
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
対
策
に
向
け
た
貴
重

な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
意
見
を
吸

い
上
げ
て
い
く
と
と
も
に
、
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
、
市
職
員
で

構
成
し
た
人
口
減
少
対
策
庁
内

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
を
設
置
し
ま

し
た
。
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
、

広
範
で
横
断
的
な
視
点
か
ら
検
討

国国
のの
動動
きき

市市
のの
動動
きき

す
る
た
め
、「
女
性
職
員
ワ
ー
キ
ン

グ
チ
ー
ム
」
と
「
中
堅
若
手
職
員

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
人
口
減
少

対
策
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
富
良
野
商
工
会
議
所
に

お
い
て
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

が
設
置
さ
れ
、
検
討
内
容
を
次
年

度
の
事
業
活
動
の
指
針
と
す
る
ほ

か
、
市
と
情
報
共
有
を
行
う
な
ど

連
携
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

まち・ひと・しごと創生法案

人口減少対策に関する取り組み

《法案の目的》

　少子高齢化の進展に的確に対応し、人口の減少に歯止

めをかけるとともに、東京圏への人口の過度の集中を是

正し、それぞれの地域で住みよい環境を確保して、将来

にわたって活力ある日本社会を維持していくために、ま

ち・ひと・しごと創生に関する施策を総合的かつ計画的

に実施する。

《基本方針》

ま　ち…国民一人ひとりが夢や希望を持ち、潤いのある
　　　　豊かな生活を安心して営める地域社会の形成

ひ　と…地域社会を担う個性豊かで多様な人材の確保

しごと…地域における魅力ある多様な就業の機会の創出

《総合戦略の論点》

虚地方への人の流れをつくる

許地方にしごとをつくる

距若い世代の結婚・出産・

　子育ての希望をかなえる

鋸時代にあった地域づくり

漁地域と地域の連携

《庁内議論》

　８月から９月にかけて

各部における論議をお願

いし、人口減少対策に関す

る施策や事業の洗い出し

《市民論議》

　９月30日から11月27日

まで市内１５会場で地域懇

談会を開催。人口減少対策

に関する意見・提言を集約

地方地方版版

まち・ひと・しごと創まち・ひと・しごと創生生

総合戦略に反総合戦略に反映映

▼ ▼

▲ ▲

《市女性職員ワーキングチーム》

虚女性の視点で、働き住み

やすいまちとは

許女性の視点で、子どもを

産み、育てやすい環境とは

距女性の視点で、女性が活

躍する社会とは

《市中堅若手職員ワーキングチーム》

虚中堅若手職員が、定年退

職後の高齢社会では、どの

ような地域社会を望むか

許少子化対策として、若者

が結婚し、子どもを産み、

育てやすい環境とは

距転入促進、転出抑制のた

めに、若年世代を惹きつけ

る魅力あるまちとは
キーマンは
女性と若者

茎
未来へ－今後の動き－
Action
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富良野ローター
アクトクラブ

▲図書館で行われた学校・学級新聞コンクールで表彰状を渡す会員

人とのつながりを胸に

和
　
年
に
設
立
さ
れ
、
今

５９
年
で
　
周
年
を
迎
え
た
富

３０

良
野
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ

（
鴇
田
 基
 会
長
）。　

歳
か
ら
　

は
じ
め

１８

３０

歳
ま
で
の
青
年
男
女
が
会
員
と

な
り
、
親
ぼ
く
と
社
会
奉
仕
活

動
を
行
う
な
ど
、
長
期
に
わ
た

る
功
績
が
認
め
ら
れ
、
平
成
　２６

年
度
富
良
野
市
青
少
年
表
彰
を

受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
ク
ラ
ブ
で
は
月
２
回
の
例
会

を
は
じ
め
、
地
域
に
お
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
全
道
で
活

躍
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
と
の
交
流

な
ど
実
施
し
、
現
在
男
女
　
人
１０

が
活
動
し
て
い
ま
す
。「
人
数
は

少
な
い
で
す
が
、
今
ま
で
活
躍

し
て
き
た
先
輩
た
ち
も
含
め
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
場
面
で
協

力
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と

鴇
田
会
長
は
話
し
ま
す
。

　
市
内
に
お
い
て
は
、
北
の
峯

学
園
祭
で
出
さ
れ
て
い
る
露
店

を
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
、
春
と
秋

に
行
わ
れ
て
い
る
建
設
業
協
会

主
催
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
毎
年
参
加
。
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
体
験
や
、
わ
か
さ
ぎ
釣
り
イ

ベ
ン
ト
な
ど
野
外
で
の
活
動
も

積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
市
内
小
学
校
を
対
象

と
し
た
「
学
校
・
学
級
新
聞
コ

ン
ク
ー
ル
」
を
主
催
し
、「
子
ど

も
た
ち
が
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

企
画
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
地
域
の
子
ど
も
た

ち
の
育
成
に
も
継
続
的
に
協
力

し
て
い
ま
す
。

昭

▲全道から集った仲間同士がミ
ニバレーボールを通じて交流

　
ま
た
、、
他
の
ま
ち
で
活
躍
し

て
い
る
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
も
あ

り
、「
全
道
各
地
に
交
流
の
輪
が

広
が
り
、
仲
間
作
り
が
で
き
ま

す
」
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
で

き
る
こ
と
が
ク
ラ
ブ
の
魅
力
の

一
つ
と
話
す
鴇
田
会
長
。
千
歳

の
方
と
知
り
合
っ
た
際
に
、「
障

が
い
の
あ
る
人
た
ち
を
富
良
野

に
連
れ
て
行
き
た
い
」
と
の
要

望
を
受
け
、
市
内
を
案
内
し
た

り
食
事
の
際
に
は
へ
そ
踊
り
を

披
露
す
る
な
ど
、
富
良
野
の
P

R
を
兼
ね
て
、
お
も
て
な
し
を

し
た
そ
う
で
す
。

　「
こ
れ
か
ら
は
市
内
で
活
躍

し
て
い
る
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
や
青
年
グ
ル
ー
プ
と

交
流
し
な
が
ら
、
交
流
の
輪
を

広
げ
て
い
き
た
い
」
と
話
す
鴇

田
会
長
。「
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
知

ら
な
い
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
一
緒

に
楽
し
く
活
動
し
ま
し
ょ
う
」

と
こ
れ
か
ら
も
仲
間
を
増
や
し

な
が
ら
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活

動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

富
良
野
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ

ブ
は
、　

歳
か
ら
　
歳
ま
で
の

１８

３０

方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
次
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

fu
ra
n
o
_
ra
c
@
y
a
h
o
o
.c
o
.jp
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精
神
と
技
術
　
後
世
に
継
ぐ

　
平
成
　
年
　
月
　
日
に
開
催
さ
れ
た

２６

１１

１６

第
　
回
全
日
本
空
手
道
選
手
権
大
会
壮

４６
年
男
子
無
差
別
級
　
歳
代
の
部
に
お
い

４０

て
、
全
国
優
勝
を
果
た
し
た
菊
地
稚
和
さ

ん
。
指
導
者
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
菊

地
さ
ん
の
極
真
空
手
に
対
す
る
思
い
な

ど
に
つ
い
て
、
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

ー
優
勝
し
た
感
想
は

　
今
回
の
大
会
は
、
正
直
な
と
こ
ろ
優
勝

す
る
自
信
は
あ
り
ま
し
た
。
特
に
試
合
前

は
、
自
分
を
追
い
込
む
練
習
を
し
て
い
ま

す
が
、
初
心
に
戻
っ
て
極
真
空
手
の
基
本

を
中
心
に
練
習
で
き
た
こ
と
が
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
北
海
道
の
大
会
で
は
常

に
上
位
に
い
ま
し
た
が
、
全
国
大
会
で
は

な
か
な
か
活
躍
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
ま

た
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
、
大
会
に
出
場

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
極
真
空
手
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

　
若
い
と
き
か
ら
空
手
の
漫
画
を
読
ん

だ
り
し
な
が
ら
「
強
く
な
り
た
い
」
と
い

う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
道
場

の
募
集
ポ
ス
タ
ー
を
見
か
け
、　
歳
の
と

２２

き
に
入
門
。
半
年
く
ら
い
し
て
か
ら
初
め

て
試
合
を
経
験
し
ま
し
た
が
、
そ
の
と
き

は
判
定
で
負
け
ま
し
た
。
翌
年
に
は
大
会

で
ベ
ス
ト
８
に
入
る
ま
で
に
な
り
、
敢
闘

賞
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。
次
々
と
後
輩
た
ち
が
入
門
し
、
い
つ

の
間
に
か
指
導
す
る
立
場
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
昔
は
週
に
５
日
間
も
練
習
し
て

い
た
く
ら
い
極
真
空
手
づ
け
の
生
活
で

し
た
。

―
極
真
空
手
の
魅
力
は

　
私
自
身
が
考
え
る
魅
力
は
、
一
言
で
い

う
と
「
ス
ッ
キ
リ
」
で
き
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
、
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
た
り
、
多

少
の
激
し
い
運
動
も
伴
う
の
で
、
ダ
イ

エ
ッ
ト
し
な
が
ら
体
を
丈
夫
に
鍛
え
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
護
身

術
と
し
て
も
有
効
な
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
人

に
合
っ
た
目
的
で
学
べ
る
こ
と
が
一
つ

の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
も
精
神

的
に
強
く
な
り
ま
し
た
し
、
心
も
体
も
強

く
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
縁
が
あ
っ
て
数
年
前
か
ら
ふ

ら
の
文
化
交
流
ラ
イ
ブ
で
、
外
国
の
方
に

空
手
を
披
露
す
る
な
ど
、
空
手
を
通
じ
て

日
本
の
文
化
を
伝
え
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
夢
は

　
今
年
の
９
月
か
ら
は
、
深
川
と
旭
川
支

部
の
子
ど
も
た
ち
も
指
導
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
は
主
に
指
導
や
審
判

員
と
し
て
の
活
動
が
中
心
に
な
り
ま
す

が
、
極
真
空
手
の
魅
力
を
た
く
さ
ん
の
人

に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。
体
力
の
続
く

限
り
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

見
学
や
仮
入
門
で
き
ま
す

　
小
学
生
か
ら
　
歳
代
ま
で
、
男
女
問
わ
ず

６０

幅
広
く
稽
古
を
し
て
い
ま
す
。
少
年
の
部
で

は
行
儀
・
礼
儀
作
法
を
重
視
し
、
一
般
の
部

で
は
体
力
・
精
神
力
の
充
実
に
努
め
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

鰹問 
支
部
長
 菊
地
 稚
和
さ
ん

拶
0
9
0
‐
1
6
4
8
‐
3
4
9
9

滑
全
国
優
勝
は
道
場
生
た

ち
の
励
み
に

菊地  稚 
まさ

 和 さん（４４歳）
かず

　平成５年から極真会館北海道
富良野支部に入門し、数々の実績
を納める。空手３段を有し、富良
野支部長を務めながら、深川・旭
川支部でも、後進の指導に努める。
趣味はウインタースポーツや海
釣り。プリンスホテル富良野ス
キー場に勤務。富良野市出身。
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▼
富
良
野
ら
し
い
サ
イ
レ
ン
を

《
意
見
》

　
昼
に
鳴
る
サ
イ
レ
ン
音
を
、
北
の

国
か
ら
の
テ
ー
マ
曲
に
し
て
は
。

《
回
答
》

　
消
防
サ
イ
レ
ン
は
火
災
な
ど
の
災

害
発
生
時
に
消
防
職
員
・
団
員
を
招

集
す
る
目
的
の
情
報
伝
達
手
段
と
し

て
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
サ
イ
レ
ン
の
 吹
  鳴
 方
法
に
つ

す
い
 め
い

い
て
は
、
消
防
法
施
行
規
則
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

《
例
》
火
災
時
の
サ
イ
レ
ン
信
号
は
、

３
秒
吹
鳴
２
秒
休
止
×
３
回

　
富
良
野
消
防
署
で
は
、
定
期
 吹
  鳴
 

す
い
 め
い

市民の声の提出方法
　市に対する意見や提言を、
郵送、ＦＡＸ、Ｅメール、意
見箱（市役所ロビー、文化会
館ロビー、保健センター１階
窓口、山部・東山支所設置）
で受け付けています。

提出先　企画振興課広聴広報係

拶３９‐２３０４　思２３‐２１２１　
死kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp

試
験
と
し
て
毎
日
正
午
に
　
秒
間
サ

１５

イ
レ
ン
 吹
  鳴
 を
行
っ
て
い
ま
す
（
現

す
い
 め
い

在
、
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
整
備

工
事
の
た
め
３
月
中
旬
ま
で
休
止
中
。

※
地
域
に
よ
っ
て
期
間
が
異
な
り
ま

す
）。

　
 吹
  鳴
 時
に
は
、
大
き
な
サ
イ
レ
ン

す
い
 め
い

音
が
鳴
り
付
近
住
民
の
方
に
は
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、

災
害
発
生
時
に
重
要
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
か
ら
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

鰹問 
富
良
野
消
防
署拶

２
３
‐
５
１
１
９

▼
ゆ
る
キ
ャ
ラ
に
つ
い
て

《
意
見
》

　
富
良
野
に
も
ゆ
る
キ
ャ
ラ
を
作
っ

て
は
ど
う
か
。

《
回
答
》

　
ゆ
る
き
ゃ
ら
グ
ラ
ン
プ
リ
○Ｒ 
実
行

委
員
会
が
主
催
す
る
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ

グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
、
登
録
し
て
い
ま

せ
ん
が
「
北
海
へ
そ
祭
り
」
公
式
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
「
へ
そ
丸
」
君
が

市
民

声声
の

い
ま
す
。
今
後
も
「
へ
そ
丸
」
君
を

本
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

鰹問 
企
画
振
興
課
　
　

拶
３
９
‐
２
３
０
４

▼
婚
活
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

《
意
見
》

　
富
良
野
ワ
イ
ン
な
ど
を
利
用
し
た
、

合
コ
ン
イ
ベ
ン
ト
や
婚
活
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
て
ほ
し
い
。

《
回
答
》

　
現
在
、
市
と
し
て
は
、
農
業
者
な

ど
を
対
象
と
し
た
ア
グ
リ
パ
ー
ト

ナ
ー
事
業
（
農
業
委
員
会
所
管
）
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
全
市
民
を
対
象

と
し
た
合
コ
ン
イ
ベ
ン
ト
や
結
婚
相

手
募
集
な
ど
の
催
し
の
開
催
は
、
今

の
と
こ
ろ
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
民
間
を
中
心
に
実
行
委
員
会

組
織
を
立
ち
上
げ
、　

月
に
合
コ
ン

１２

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
結
婚
相
手
募
集
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
内
に
は
相
談
所
は
あ
り
ま
せ
ん
が

旭
川
や
札
幌
の
結
婚
相
談
所
が
あ
り

ま
す
。

　
そ
の
他
の
出
会
い
の
場
と
し
て
は
、

公
民
館
な
ど
が
市
民
講
座
な
ど
同
じ

趣
味
を
持
つ
人
や
習
い
事
を
す
る
人

が
集
う
場
所
と
し
て
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
民
間
事
業
所
が
主
催
す

る
イ
ベ
ン
ト
や
町
内
会
行
事
な
ど
が

あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
合
コ
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ふ

ら
の
ワ
イ
ン
な
ど
を
利
用
し
た
イ
ベ

ン
ト
は
、
９
月
の
「
ワ
イ
ン
・
ぶ
ど

う
祭
り
」、　
月
に
ワ
イ
ン
の
新
酒
を

11

楽
し
む
会
と
し
て
、「
ふ
ら
の
ワ
イ
ン

 華
酔
祭
 」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

か
す
い
ま
つ
り

　
そ
の
他
、
サ
ー
ク
ル
活
動
で
は
あ

り
ま
す
が
、　

歳
未
満
の
勤
労
青
少

30

年
を
対
象
と
す
る
「
ヤ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
」
や
、　

歳
未
満
ま
で
の
「
ふ
ら

40

の
青
年
塾
」、　

歳
以
上
の
方
は
「
こ

60

と
ぶ
き
大
学
」
が
あ
り
ま
す
。

鰹問 
企
画
振
興
課
　拶

３
９
‐
２
３
０
４

▼
ポ
ッ
ポ
ブ
リ
ッ
ジ
の

　
椅
子
に
つ
い
て

《
意
見
》

　
ポ
ッ
ポ
ブ
リ
ッ
ジ
の
協
会
病
院
側

に
椅
子
を
置
い
て
ほ
し
い
。

《
回
答
》

　
ポ
ッ
ポ
ブ
リ
ッ
ジ
の
協
会
病
院
側

の
椅
子
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
度
、

広
場
の
部
分
を
駐
車
場
に
整
備
し
ま

し
た
の
で
、
今
ま
で
野
外
に
あ
っ
た

椅
子
も
撤
去
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
要
望
の
あ
り
ま
し
た
椅
子

に
つ
き
ま
し
て
は
、
ポ
ッ
ポ
ブ
リ
ッ

ジ
内
の
協
会
病
院
側
の
入
口
付
近
に

配
置
し
ま
し
た
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

鰹問 
都
市
施
設
課

拶
３
９
‐
２
３
１
３
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　中富良野　

ウインターフェスティバル２０１５
　冬ならではの愉快なイベント盛りだくさ
ん！また、体が温まる飲み物、食べ物のほか、
夜空を彩る花火が打ち上がります。子どもか
ら大人までみんなで冬を楽しみましょう。

と　き　２月８日鰹日 

ところ　北星スキー場

鰹問 ウインターフェスティバル実行委員会　拶４４‐２２０４

　南富良野　
かなやま湖冬の風物詩

氷上わかさぎ釣り
　かなやま湖のわかさぎ釣りシーズンが到来
しました。町では釣り場の管理などを行ってい
ませんので、氷の厚さや周辺の状況など、安全
を確認して釣りをしてください。寒さが厳しく
なるこれからが本番です。ぜひお越しください。

鰹問 産業課商工観光係　拶５２‐２１７８

　占冠　

占冠湯の沢温泉 森の四季
　湯の沢温泉は、自然の中に囲まれた温泉で、
湯冷めしにくい塩化物泉が、体を芯からぽか
ぽかにします。のんびり過ごせる囲炉裏の休
憩室や、占冠のシカ肉・山菜・野菜が味わえ
るレストランも人気です。薪を燃やして湯を
沸かす自然エネルギーを使用しており、さら
に自然のぬくもりに心も体も温まることで
しょう。ぜひ、お越しください。

鰹問 占冠湯の沢温泉 森の四季　拶５６‐２３１１

　上富良野　

富良野・美瑛カレー街道キャンペーン
　美瑛町から占冠村までのご当地カレーを
提供する店舗で、各店１日２２食限定で、カ
レーをワンコイン（税込５００円）で提供します。
　「かみふらの豊味豚カレー」をこの機会に
ぜひご賞味ください。

期　間　１月２２日鰹木 ～２５日鰹日 

実施施設　凌雲閣、カミホロ荘、フラヌイ温泉

鰹問 かみふらの十勝岳観光協会　拶４５‐３１５０

ちょっくら

となりまち

地域おこし協力隊員

山本  美  麗 さん
み らい

平成２５年６月から協
力隊員として、山部
地区を拠点に活動を
行っている。和歌山
県出身。

　地域おこし協力隊とは、人口減少や高齢化が進む地方において、地域外の人材を受け入れ、その定住・定着を図ることで、地域力の維
持・強化を図っていく取り組みです。このコーナーでは、富良野市の協力隊員第１号である山本さんの取り組みを紹介します。

北都プロレス

京

富良野市地域おこし協力隊 検  索 角フェイスブックページ

　　　　　　　をチェッ
ク！

平
成

年
も
山
部
に
や
っ
て
き

２６

ま
し
た
「
北
都
プ
ロ
レ
ス

」。

!!

平
成

年
、
初
め
て
プ
ロ
レ
ス

２５

観
戦
を
し
ま
し
た
が
、「
プ
ロ
レ

ス
っ
て
こ
う
い
う
感
じ
だ
っ
た
ん

だ
ぁ
～
っ
」
と
、
ち
ょ
っ
と
意
外

に
思
い
、
け
れ
ど
、
も
の
す
ご
く

楽
し
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
回

も
前
回
同
様
、
パ
ン
の
販
売
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

山
部
総
合
文
化
祭
の
反
省
を
踏

ま
え
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
数
・
種
類

を
増
や
し
、
全

種
類
、

個
を

１６

５５

販
売
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
随
分
、
パ
ン
屋
さ
ん
っ
ぽ
く
な
っ

て
き
た
な
ぁ
」
と
感
じ
て
い
ま
す
。

前
回
ほ
ど
、
あ
っ
と
い
う
間
で
は

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
試
合
間
の

休
憩
時
間
で
な
ん
と
か
完
売
。
た

く
さ
ん
買
っ
て
い
た
だ
い
た
み
な

さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

「
と
こ
ろ
で
、
パ
ン
販
売
以
外
の

活
動
は
何
を
し
て
い
る
の
？
」
と
、

思
わ
れ
て
い
る
方
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
。
以
前
も
広
報
に
載
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
他
の
大
き

な
活
動
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
制
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。

『
山
部
＠
ま
る
ご
と
体
験
村
』
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
業
が
一
区
切

り
し
、
現
在
、『
山
部
自
然
公
園
太

陽
の
里
』
の
制
作
を
進
め
て
い
ま

す
。
で
き
あ
が
り
ま
し
た
ら
、フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
ご
連

絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

▲盛り上がる会場で１６種類の手づくりパンを販売
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◆開館時間　
　火～金　
　午前１０時～午後６時
　土・日　
　午前９時～午後５時

◆１月の休館日
　毎週月曜日

　１日鰹木 ～４日鰹日 
　１３日鰹火 ・３０日鰹金 

鰹問 図書館　拶２２‐３００５

注目の本！

　今日とはちがう新しい明日の
ために。若い人向けの 叢 書「15

そう

歳の寺子屋」から、生き方の手
本としたい10人の賢人の10作
を選び、その真髄を一冊に。若
い人、そして若い心を持つすべ
ての日本人に贈る人生指南書。

人生を考えるのに遅す
ぎるということはない
安藤 忠雄・三國 清三・金田一 秀穂・山極 寿一

C.W ニコル・小菅 正夫・瀬戸内 寂聴

吉本 隆明・益川 敏英・日野原 重明 著

ＢＯＯＫＳ

一般書NEW

嵐ファンあるある
／ 火月 にのみ・夢見月 桃子

簡単なのにきちんと作れる
おせち料理
／ 井澤 由美子

文藝春秋オピニオン2015年
の論点１００
 ／ 文藝春秋出版

児童書 NEW

仙人の教え
／ おざわ としお

カッパもやっぱりキュウリでしょ？
／ シゲタ サヤカ

ぼくのニセモノをつくるには
／ ヨシタケ シンスケ 

展示・イベント

【２階展示ホール】

　学校・学級新聞コンクール作品展示　１月１８日鰹日 ～２月１日鰹日 

【２階多目的ホール】

　冬休みおはなし会　　　　１月１０日鰹土 　午前10時30分
　　　　　　　　　　　　　※英語のおはなし会はありません

【１階読み聞かせコーナー】

　どんぐりおはなし会　　　１月２１日鰹水 ・２８日鰹水  午後３時
　　　　　　　　　　　　　※７日・１４日はありません

虹
い
ろ
保
育
所
６６
月月
にに
開
所

定
員
拡
大
・
時
間
延
長

　
中
央
・
麻
町
保
育
所
を
再
編
し
た

新
た
な
「
虹
い
ろ
保
育
所
」
は
、
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、

保
護
者
と
子
ど
も
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ

地
域
に
愛
さ
れ
る
保
育
所
を
基
本
理

念
と
し
、
園
庭
で
は
、
自
然
感
、
四

季
を
体
験
し
、
乳
幼
児
期
の
体
づ
く

り
や
、
年
齢
に
合
わ
せ
活
動
的
に
遊

べ
る
環
境
を
め
ざ
し
た
施
設
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
虹
い
ろ
保
育
所
で
は
、
０

歳
児
の
定
員
を
９
人
か
ら
　
人
に
拡

１２

大
す
る
と
と
も
に
、
延
長
要
望
が
多

く
あ
り
ま
し
た
保
育
時
間
も
、
退
所

時
間
を
　
分
延
長
し
、
午
前
７
時
　

３０

３０

分
か
ら
午
後
６
時
　
分
ま
で
の
　
時

３０

１１

間
保
育
に
変
わ
り
ま
す
。　

　
現
在
、
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

に
よ
り
建
築
工
事
が
、
３
月
末
の
完

成
に
向
け
進
め
ら
れ
て
お
り
、
雪
解

け
後
４
月
か
ら
は
園
庭
工
事
に
着
手

し
、
５
月
に
す
べ
て
の
工
事
を
完
了

す
る
予
定
で
す
。

　
新
保
育
所
の
開
所
は
、
６
月
　
日
１５

鰹月 
を
予
定
し
て
お
り
、
年
度
途
中
で

の
引
っ
越
し
に
な
り
ま
す
が
、
ク
ラ

ス
編
成
や
担
任
保
育
士
の
配
置
な
ど

に
配
慮
し
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
新
し
い
保
育
所
生
活
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

平
成

年
度
保
育
所

２７

入
所
児
童
を
募
集

　
平
成
　
年
4
月
か
ら
「
子
ど

27

も
子
育
て
支
援
法
」
が
始
ま
り

ま
す
。
保
育
所
を
利
用
す
る
に

は
「
保
育
認
定
」
が
必
要
に
な

り
、
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由

な
ど
を
申
請
し
て
市
で
認
定

と
調
整
を
し
ま
す
。
居
住
し
て

い
る
地
域
に
関
係
な
く
、
保
育

所
を
希
望
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

虚
中
央
保
育
所
、
麻
町
保
育
所

募
集
年
齢
　
０
歳
児
（
中
央
保

育
所
の
み
）
・
１
歳
～
５
歳
児

保
育
時
間
（
月
～
土
曜
日
）

  午
前
７
時
　
分
～
午
後
６
時

３０

認
可
保
育
料
　
保
護
者
（
両

親
）
及
び
生
計
中
心
者
の
前
年

度
と
当
年
度
の
市
町
村
民
税

（
所
得
割
額
）
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。
同
一
の
世
帯
か
ら
２
人

以
上
の
児
童
が
入
所
す
る
と

き
は
、
２
人
目
は
半
額
、
３
人

目
か
ら
は
無
料
に
な
り
ま
す
。

（
保
育
所
の
ほ
か
、
幼
稚
園
な

ど
に
入
園
し
て
い
る
児
童
も

人
数
に
含
め
る
）

入
所
基
準
　
共
働
き
、
妊
娠
出

産
、
保
護
者
の
疾
病
・
障
が
い

な
ど
で
保
育
を
必
要
と
し
て

い
る
家
庭
の
児
童

そ
の
他
　
な
お
、
中
央
・
麻
町

保
育
所
は
、
６
月
　
日
鰹月 
よ
り

１５

「
虹
い
ろ
保
育
所
」
に
再
編
統

合
と
な
り
、
保
育
時
間
も
午
後

６
時
　
分
ま
で
と
な
り
ま
す
。

３０

許
へ
き
地
保
育
所
　
　
　
　

　
（
山
部
、
東
山
、
あ
お
ぞ
ら
）

募
集
年
齢
　
２
歳
～
５
歳
児

※
２
歳
児
は
４
月
１
日
時
点

で
満
２
歳
に
到
達
し
た
児
童

保
育
時
間
　

【
月
～
金
曜
日
】
午
前
８
時
　３０

分
～
午
後
３
時
　
分
３０

【
土
曜
日
】
午
前
８
時
　
分
～
正
午

３０

へ
き
地
保
育
料
　
月
額
１
万
円

入
所
基
準
　
共
働
き
な
ど
で

保
育
が
困
難
な
家
庭
の
児
童

や
入
所
が
適
当
と
認
め
ら
れ

る
家
庭
の
児
童

距
申
込
み
（
共
通
）

　
１
月
7
日
鰹水 
～
　
日
鰹水 
ま

２８

で
に
こ
ど
も
未
来
課
、
各
保
育

所
に
あ
る
申
込
書
に
よ
り
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
こ
ど
も
未
来
課

　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
２
２
３
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七三わけでキリッ七三わけでキリッ！！

舘 舘  
たたてて

真一 真  一 さんさん　　(３カ月)(３カ月) 西麻町　西麻町

しん いしん いちち

　
地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
を
支
援

し
よ
う
と
　

月
に
開
設
さ
れ
た

１０

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
。
子
ど
も
を
預
け
る
側
と
預
か

る
側
の
顔
合
わ
せ
・
親
睦
の
意
味
を

込
め
て
、
発
足
後
初
め
て
の
交
流
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
が
自
己
紹
介
を
し
た

後
、
子
ど
も
た
ち
と
折
り
紙
で
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
を
折
り
な
が
ら
交
流
。

参
加
し
た
依
頼
会
員
（
子
ど
も
を
預

け
る
側
）
は
、
「
子
ど
も
を
預
か
っ

て
く
れ
る
方
が
、
ど
ん
な
方
々
な
の

か
分
か
っ
て
良
か
っ
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

ファミサポ交流会

子育ての手助けをして欲し
い人【依頼会員】と、お手
伝いできる人【提供会員】
が会員組織をつくり、地域
で子育てを支え合う制度
「ファミリー・サポート・セ
ンター」。富良野では１０月に
発足し、現在、両会員合わ
せて５０人ほどが登録。今回
が初めてとなる会員交流会
を開催した。

会員同士の顔合わ会員同士の顔合わ
せせ

高高山山 和花 和花 さんさん
のどのどかか

(９カ月(９カ月))

扇扇町町

ビニール袋ビニール袋でで
いたずらちゅいたずらちゅうう

お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp） 
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ズームアップ

まちのできごと

▼会場に響く歓声と拍手
北都プロレスinやまべ　１２月４日鰹木 

回で３回目となる北都プロレスinやまべが山

部福祉センターで開催され、市内外から集っ

た観客を前にプロレスラーたちの熱い試合が繰り

広げられました。試合前には、ちびっ子プロレス

が行われ、たくさんの子どもたちがリングに上が

り、プロレスラーと対戦するなど、会場を盛り上

げました。山部まちおこしネットワークの山崎 伸 
しん

今

 一 理事長は「今回は外国からもプロレスラーが来てい
いち

ます。みなさん楽しいひとときを過ごしてください」

と開会のあいさつ後にゴングが鳴らされ、応援する声

や拍手などが会場に響いていました。また、試合前の

12月２日には北都プロレスのレスラーが寿光園や中

央保育所を慰問。保育所では、子どもたちから「どう

やったら筋肉がつきますか」などの質問に答えたり、

マットの上でプロレスごっこをするなど体を使った

コミュニケーションを図りながら、楽しんでいました。

▲

マ
ッ
ト
の
上
で
園
児
た
ち
が
プ
ロ

レ
ス
ラ
ー
と
プ
ロ
レ
ス
ご
っ
こ

▲

園
児
た
ち
の
質
問
に
答

え
る
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー

▼温かい声援を力に
第３７回西脇子午線マラソン大会参加報告　１２月１５日鰹月 

好都市西脇市で１２月１４日に開催された西脇子

午線マラソン大会に渋谷 正 
ただ

 文 さんと本間
ふみ

 睦 
むつ

 雄 
お

さんが出場。渋谷さんは「沿道から応援してくれる

子どもたちとハイタッチをしながら楽しく走りる

ことができました」と話し、本間さんは「市民の声

援を力に楽しく走ることができました」とそれぞれ

マラソンを通じて、西脇市民と友好の絆を深めてき

ました。

友

▼外国人観光客をおもてなし
ふらのエリアガイド「２０１５－２０１６」研修会　１２月１１日鰹木 

国人向けのガイドブック「ふらのエリアガイ

ド」の最新版が完成し、ホテルの関係者など

が集まり、ガイドブックの研修会が初めて開催さ

れました。ガイドブックは、今までの改善点など

の意見を参考に改良され、病院などの緊急連絡先

や道路標識などを追加。また、文字ではなくアイ

コンで情報を伝える工夫をするなど、訪れる外国

人観光客の案内本として役立てられます。

外
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ズームアップ

まちのできごと

ま ち の で き ご と
ZZOOOOMMUUPPFFUURRAANNOO
ズズーームムアアッッププふふららののズズーームムアアッッププふふららのの

▼市内でお得にお買いもの
プレミアムつきふらの市内共通商品券発売　１１月２８日鰹金 

域の活性化を目的に毎年この時期に発売され

ているプレミアムつきの商品券。販売会場と

なったフラノマルシェには、販売前から人が並び、

あっという間に行列ができていました。発売開始

前に、荒木 毅 富良野商工会議所会頭は「地元の商
つよし

店で買い物をしていただき、みんなで富良野のま

ちを元気にしましょう」とあいさつ。用意された

商品券は即日完売しました。

地

▼農業の担い手育成の拠点
農業担い手育成センター開所式　１２月１日鰹月 

業の担い手の確保や育成をするための拠点

施設となる富良野市農業担い手育成セン

ターの開所式が行われました。山部にある旧産業

研修センターの施設を活用したセンターは、育苗

等トレーニング温室などを設置したトレーニング

農場はじめ、就農支援住宅や宿泊棟などが整備さ

れ、農業の担い手確保の募集業務や育成のための

農

研修、相談業務が行われます。式には、１０月１日に設

立された富良野市農業担い手育成協議会の構成団体

や地域住民などの関係者が集り、「農業に関わるきっ

かけとなる施設として、担い手を育て共に成功の道に

導いていきたい」と福田 弘 
ひろ

 明 ふらの農業協同組合副組
あき

合長から祝辞が述べられました。また、この日の午後

には農業簿記のセミナーが開催されるなど、今後農業

の担い手の確保・育成におけるさまざまな事業が展開

されていきます。

▲

開
所
式
終
了
後
に
関
係
者
で
温
室

な
ど
の
施
設
を
見
学

▲

午
後
か
ら
行
わ

れ
た
農
業
簿
記

（
３
級
）
セ
ミ
ナ
ー

▼まちコンに男女８０人
ふらのへそコン２０１４　1２月６日鰹土 

者の交流の場をつくろうと、街ぐるみの合コン

イベント「ふらのへそコン２０１４（実行委主催）」

が市内飲食店において開催されました。参加した男

女約８０人は、指定された飲食店を回り、実行委員会

が用意したゲームなどで交流。参加した２０代女性は、

「ゲームもあって交流しやすかった。また機会があ

れば参加したい」と満足した様子。終了後もそれぞ

れ気の合った人を誘い、街に繰り出していました。

若
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鞄被扶養配偶者でなくなったとき

　配偶者が退職し、会社員や公務員などの被扶養配偶者
でなくなったときは、「国民年金被保険者種別変更届」
を提出しましょう。自身の収入が増え、被扶養配偶者で
なくなったときや、離婚により被扶養配偶者でなくなっ
たときには、上記の届出とは別に配偶者の勤務先にも届
出が必要です。

保険料の支払いはお忘れなく

鰹問 市民環境課市民年金係　拶３９‐２３０１

国民年金・老齢基礎年金の裁定請求手続き

昭和２５年１月生まれ(満６５歳)の方は、満６５歳の誕生日

以降に手続きをしてください。すでに厚生年金を受給

している方は、誕生月に送られてくるはがきを返送す

ることで、基礎年金の手続きが完了します。

市役所②番窓口にお越しください。必要なものは印鑑・預金通

帳・戸籍全部事項証明（戸籍謄本）・住民票謄本などです。

安心・便利・確実な口座振替

　国民年金保険料を口座振替にすると、金融機関の口座
から自動的に引き落とされ、納め忘れの防止にもなりま
す。口座振替を希望される方は、納付書・通帳・印鑑を
持参の上、市役所、または金融機関・年金事務所で手続
きをしてください。

こんなときには手続きを！

　国民年金は、日本国内に住所がある２０歳以上６０歳未満
の方すべてが加入する制度です。届出を忘れると、将来
受け取る年金額が少なくなったり、受けられなくなった
りする場合がありますので、必ず手続きをしましょう。

鞄２０歳になったとき
　農業・自営業・学生・パートなどで厚生年金に加入し
ていない方が２０歳になったときは、「国民年金被保険者資
格取得届」を提出しましょう。

鞄会社を退職したとき
　６０歳になる前に、会社などを退職したときは「国民年
金被保険者資格取得届」を提出しましょう。

こんにちは

保健師です！

　適度なお酒はコミュニケーションを円滑にし、ス

トレス緩和、食欲増進、血行改善、疲労回復などに

も効果があると言われ、それらお酒の効用を日頃か

ら実感されている方も多いと思います。反面、飲み

過ぎると肝臓に負担を与えるだけでなく、濃度の濃

いアルコールは喉頭ガンや食道ガンの原因になるこ

ともあります。適度な量とペースを考えながら飲む

ことが大切です。

お酒の適量は？

　１日１単位のお酒（純アルコールにして２０ｇ）が

適量の目安とされ、ビールなら中ビン１本、日本酒

では１合です。ただし、これはお酒に強い人の場合で、

一口に適量と言っても、性別や年齢、体質（日本人

でお酒に弱い体質の人は４４％位いると言われていま

す）、健康状態などによっても違います。一般的に年

齢とともに代謝できるお酒の量は少なくなり、女性

は男性に比べお酒に弱いことも理解し、特に妊娠中

や授乳期には禁酒を強く心がけましょう。

二日酔いの予防と対策

　二日酔いはお酒の種類を問わずアルコールの摂り

過ぎによって起るので、予防策は「飲み過ぎないこ

と」に尽きます。深夜に強いお酒を飲んだり、いろ

いろなお酒を飲むチャンポンも飲み過ぎになりやす

いので気を付けましょう。

　また、空腹で飲むとアルコールが

すぐに吸収され、二日酔い、悪酔い

の原因になります。タンパク質やビ

タミンを多く含むおつまみや食事

と一緒にお酒を楽しむようにしましょう。

　飲んだアルコールは分解されるまでに時間がかか

ります。飲み過ぎてしまった時には、睡眠と水分を

十分にとり胃に負担をかけないようにすることが大

切です。

　新年を迎えお酒を飲む機会が多いこの時期こそ、

自分にとっての適量を考え、楽しく上手にお酒と付

き合っていきたいですね。

お酒と上手に付き合いましょう

今月のテーマは

【お酒の１単位（純アルコール２０g）】

鞄ビール（アルコール度数５度）中ビン１本（５００ml）

鞄日本酒（アルコール度数１５度）１合（１８０ml）

鞄焼　酎（アルコール度数２５度）0.6合（１１０ml）

鞄ウィスキー（アルコール度数４３度）ダブル１杯（６０ml）

鞄ワイン（アルコール度数１４度）1/4本（１８０ml）

【アルコール量の計算式】

お酒の量（ml）×[アルコール度数（％）÷１００]×0.8
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クーリング・オフ葉書は富

良野郵便局、若葉郵便局、

山部・東山支所にも置いて

あります。また、消費生活

センターと山部・東山支所

に「タオル等回収ボック

ス」が設置されています。

不要になったタオル類・白

メリヤス・毛布の回収にご

協力ください。

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ消費生活センターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
 　月～金  午前１０時～午後４時

ダイヤル交換市もやってます！

◆譲ります　　　　　　　　　　　　　　 　  
捌捌日本人日本人形形捌捌食器棚（高さ１７０㎝、幅１０食器棚（高さ１７０㎝、幅１０００㎝）㎝）捌捌ベビーベッドベビーベッド
捌捌喪服（和装一式、M～L新品喪服（和装一式、M～L新品））

◆譲ってください　　　　　　　　　　　  　 
今回はありませ今回はありませんん

相相談談すするるなならら

ごみの処理は適切に！

市市民民環環境境課課かからら
おお知知ららせせ

拶拶３３９９--22330088 

　「光回線の料金が今より安くなる」「大手電話
会社からの電話だと思い、プロバイダ契約の内
容変更を了解したが別の会社だった」などと
言った通信サービスの契約に関する相談が急
増しています。
　インターネットを利用する際は、通信会社と
の回線契約（光回線など）と、プロバイダと
のインターネット接続サービス契約を結ぶ必
要があり、それぞれ別契約です。これらの通
信サービスは電話勧誘販売であっても法的な
クーリング・オフ制度はありません。

【回線やプロバイダを変更するときの注意点】
虚変更前の契約を解約する必要がある（料金が
　二重に発生する）
許オプション契約が付随されていないか内容
　を確認する（料金が変更前より高くなる）
距大手電話会社を名乗っても、ほとんどは代理
　店からの勧誘である
鋸プロバイダ変更の際、業者による遠隔操作設
　定で自己情報が漏れる危険性がある
漁中途解約は違約金が発生する

　以上の点などから、通信サービスの変更の際
は即決せず、契約先を必ず確認して書面の交付
を求め、内容をよく確かめましょう。変更の
必要がなければきっぱり断ることが大切です。

今月は生活豆知識

通信サービスの変更トラブル急増
中！

不法投棄は犯罪です！

　みだりにごみを捨

てることは法律によ

り禁止されています。

しかし、このルールを

無視して、ごみを山林、

原野、道路沿いや河川

沿いに捨てるモラル

のない行為が後を絶

ちません。

【不法投棄の罰則】

　たとえ捨てたものがビン、缶、紙くずなど

ちょっとした家庭ごみであっても、この行為は

不法投棄であり、犯罪行為です。厳しい処罰の

対象となります。

　不法投棄した者には、５年以下の懲役若しく

は1,000万円以下の罰金またはこの併科に処せ

られます

野外に生ごみを放置しないで！

　生ごみを、庭や畑の堆肥として活用されてい

る家庭があると思います。

　生ごみを屋外に露出させて放置すると、キツ

ネやカラスの餌場となってしまう恐れがあるほ

か、「臭いがする」など近所の迷惑となる場合が

あります。

　特に冬場はキツネなどが集りやすいので、放

置せず、適切に管理するようお願いします。

虚土中で堆肥化する場合は、深く穴を掘って、
　投入後は必ず土をかぶせてください

許できれば市販のコンポスター
　など堆肥化用の機材を利用し、
　発酵菌を併用するなどして、
　堆肥化が良好に促進されるよ
　う管理願います

距雪上に放置することは絶対に
　やめてください
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タ
ー
養
成
講
座

富
良
野
ヘ
ル
シ
ー
ス
テ
イ

　
富
良
野
の
強
み
で
あ
る
「
自

然
」
と
「
食
」
を
活
用
し
て
、

「
健
康
・
ヘ
ル
シ
ー
」
を
ア
ピ
ー

ル
し
た
新
し
い
観
光
ス
タ
イ
ル

の
開
発
を
目
的
に
、
血
糖
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
理
論
を
中
心
に
栄
養

学
、
運
動
生
理
学
な
ど
を
習
得

し
、
旅
行
者
に
健
康
ア
ド
バ
イ

ス
で
き
る
人
材
を
養
成
し
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
宿
泊
施

設
・
体
験
業
者
な
ど
と
共
同
で

ツ
ア
ー
を
企
画
し
、
添
乗
員
的

役
割
を
果
た
し
ま
す
。

と
　
き
　
２
月
２
日
鰹月 
～
4
日
鰹水 

と
こ
ろ
　
ホ
テ
ル
ナ
ト
ゥ
ー
ル

ヴ
ァ
ル
ト
富
良
野

このページは広告料収入で作成しています

１月号

ごみＱ＆Ａ

Ｑ.冬は枝草類の収集があり
ません。冬場に生花を捨てる
場合は、何ごみ？

Ａ．生ごみになります。

Ｑ.プリンターのインクカー
トリッジは何ごみ？

Ａ．基板が付いているものは
小型電気製品になります。
　販売店などで回収箱が設置
されているところもあります
のでご利用ください。

ありがとうございます

相田 嗣郎さん

（富良野市森林・自然愛護基金）

金300万円

村田 和実さん

（ふるさと納税）金１０万円

坂口 良一さん

（ふるさと納税）金３万円

荒川 則夫さん

（ふるさと納税）金３万円

阿部 宣昭さん

（ふるさと納税）金３万円

阿部 可子さん

（ふるさと納税）金３万円

山岡 健二さん

（ふるさと納税）金１万円

北海道日本ハムファイターズ
ふらの後援会

（スポーツ振興基金積立金）

金３万円

学校読み聞かせクラブ

幼児用絵本１６冊

寄 付

今年の
目玉は

「和牛
の丸焼

き」

会　場　富良野スキー場北の峰ゾーン特設会場

　遊ぶ食べるに使えるお得な「遊ぶ食うポン券」を発売
　前売り券1,800円　当日券2,000円※お楽しみ抽選券付き

１月３１日鰹土  午後３時～
★屋台、キッズダンス、ふらのウルトラクイズ、お楽しみ抽選会

★花火大会（午後８時～）

★富良野スキー場北の峰ゾーン オールナイト営業（午前５時まで）　

２月１日鰹日  午前１０時～午後２時　
★富良野食の祭典「ワンコイングルメグランプリ」（午後１時３０分まで）

★親子スキー教室　父母1名＋幼稚園児（年長さんに限る）親子６組まで。
　用具は各自で用意。先着６組。観光協会に要事前申込み。

★富良野サンタラン（チャリティーイベント）　サンタの衣装を購入して
　いただき、購入分から病気と闘っている子どもたちに寄付します。
　観光協会に要事前申込み。

★雪中運動会

★doocle FURANO「ダンス」（午前１１時３０分）

★お楽しみ抽選会（午後１時３０分）

※天候、その他の理由により開催時間・内容の変更または中止する場合あり

鰹問 ふらの観光協会　拶２３‐３３８８
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広告

定
　
員
　
先
着
8
人

講
　
師
　
戸
田
 晴
実
さ
ん
（
慶

応
大
学
講
師
・
日
本
ダ
イ
エ
ッ

ト
協
会
会
長
）

参
加
料
　
無
料

申
込
み
　
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
3
日
間
の
講
座
を
受
講
し
、

終
了
試
験
に
合
格
す
る
と
日
本

ダ
イ
エ
ッ
ト
協
会
か
ら
「
ダ
イ

エ
ッ
ト
指
導
者
認
定
証
」
を
発

行
し
ま
す
。

鰹問 
富
良
野
「
食
」
と
「
観
光
・

健
康
・
教
育
」
開
発
会
議

拶
５
６
‐
７
２
３
７

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

家
庭
教
育
講
演
会

「
子
ど
も
の
才
能
を
発
揮
さ
せ

る
方
法
～
身
長
・
体
力
・
学
力
・

ダ
イ
エ
ッ
ト
に
影
響
す
る
生
活

習
慣
と
は
？
～
」

と
　
き
　
１
月
　
日
鰹火 

２０

　
　
　
　
午
後
6
時

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
大
会
議
室

入
場
料
　
無
料

講
　
師
　
札
幌
市
立
平
岸
高
台

小
学
校
栄
養
教
諭
　
須
合
 幸

司
さ
ん
（
管
理
栄
養
士
・
健
康

運
動
指
導
士
）

鰹問 
社
会
教
育
課

拶
３
９
‐
２
３
１
８

 く
ら
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
税
務
署
よ
り
　

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

　
平
成
　
年
分
の
所
得
税
な
ど

２６

の
確
定
申
告
の
受
け
付
け
が
始

ま
り
ま
す
。

【
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
】

鞄
２
月
　
日
鰹月 
～
３
月
　
日
鰹月 

１６

１６

【
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個

人
事
業
者
）】

鞄
３
月
　
日
鰹火 
ま
で

３１

　
確
定
申
告
書
は
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
簡
単
に
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
作
成
し
た
確
定
申
告
は
郵

送
に
よ
り
提
出
が
で
き
ま
す
。

鞄
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
:/
/
w
w
w
.n
ta
.g
o
.jp

【
確
定
申
告
会
場
を
開
設
】

　
申
告
書
の
作
成
に
は
時
間
を

要
し
ま
す
の
で
、
午
後
４
時
ご

ろ
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
会
場
が
混
雑
し
て
い
る

場
合
に
は
、
入
場
を
お
断
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
会
場
に
お
越
し
の
際

は
、
印
鑑
・
前
年
の
申
告
書
の

控
え
及
び
確
定
申
告
書
作
成
に

必
要
な
書
類
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

と
　
き
　

　
２
月
　
日
鰹月 
～
３
月
　
日
鰹月 

１６

１６

相
談
時
間
　

平
日
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ
　
富
良
野
税
務
署

鰹問 
富
良
野
税
務
署
　

拶
２
２
‐
２
１
４
４

 募
　
集

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

平
成
　
年
度
学
童
保
育
セ

２７

ン
タ
ー
入
所
児
童
を
募
集

募
集
施
設
　
桂
木
・
麻
町
・
緑
町
・

北
の
峰
・
東
部
学
童
保
育
セ
ン
タ
ー

保
育
時
間

【
月
～
金
曜
日
】

午
後
１
時
～
６
時

【
夏
・
冬
・
春
休
み
、
土
曜
、
臨

時
休
校
日
】

午
前
８
時
　
分
～
午
後
６
時

３０

利
用
料
　
月
額
　
１
５
０
０
円

入
所
基
準
　

　
下
校
時
、
保
護
者
が
就
労
な

ど
に
よ
り
不
在
の
小
学
３
年
生

以
下
の
児
童
（
４
～
６
年
生
に

つ
い
て
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

申
込
み
　

　
１
月
7
日
鰹水 
～
　
日
鰹水 
ま
で

２８

に
こ
ど
も
未
来
課
、
各
学
童
保

育
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込
書
に

よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
各
施
設
　
人
を
超
え
た
場
合
、

７０

他
の
学
童
保
育
セ
ン
タ
ー
を
選

択
す
る
か
、
待
機
児
童
扱
い
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
居
住
地
域

に
よ
り
、
入
所
調
整
を
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

※
継
続
児
童
も
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

鰹問 
こ
ど
も
未
来
課

拶
３
９
‐
２
２
２
３

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
入
札

参
加
資
格
申
請
書
の
受
付

　
富
良
野
広
域
連
合
環
境
衛
生

セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
　
年
4
月

２７

1
日
か
ら
平
成
　
年
3
月
　
日

２９

３１

の
間
に
契
約
の
見
込
ま
れ
る
物

品
購
入
及
び
役
務
の
調
達
に
つ

い
て
、
指
名
競
争
入
札
（
建
設

工
事
を
除
く
）
に
参
加
し
よ
う

と
す
る
方
の
資
格
申
請
書
（
指

名
願
）
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。
申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

h
ttp
:/
/
w
w
w
.fu
ra
n
o
.n
e
.jp
/

e
is
e
ik
u
m
ia
i/

受
付
期
間
　

1
月
　
日
鰹火 
～
2
月
　
日
鰹金 

１３

１３

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

鰹問 
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

拶
２
２
‐
４
３
７
６

広告
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

建
設
工
事
等
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
書
の
受
付

　
富
良
野
市
が
平
成
　
年
度
及

２７

び
平
成
　
年
度
に
発
注
す
る
工

２８

事
請
負
契
約
な
ど
の
競
争
入
札

に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
の
資

格
審
査
申
請
書
の
受
け
付
け
を

行
い
ま
す
。

　
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（【
道
路
・

公
園
・
都
市
】
→
【
入
札
・
契

約
】
→
お
知
ら
せ
）
で
も
詳
細

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

受
付
項
目

虚
建
設
工
事
　

許
建
設
工
事
に
係
る
設
計
・
測

量
等
業
務
　

距
下
水
道
処
理
場
の
委
託
業
務

鋸
除
排
雪
の
委
託
業
務
　

漁
建
設
工
事
等
に
関
す
る
物
品

購
入
（
砂
利
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、
ス
ノ
ー
ポ
ー

ル
、
木
材
、
除
雪
車
な
ど
）

受
付
期
間
　

　
１
月
　
日
鰹火 
～
２
月
　
日
鰹金 

１３

１３

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

提
出
書
類
　
※
郵
送
で
も
可
、

Ａ
４
の
紙
フ
ァ
イ
ル
に
綴
じ
て

提
出
　
市
町
村
統
一
様
式
（
一
般
社

団
法
人
北
海
道
土
木
協
会
な
ど

が
発
行
し
て
い
る
申
請
書
）、
登

記
事
項
証
明
書
、
各
種
証
明
書
、

納
税
証
明
書
、　

円
切
手
貼
付

８２

の
返
信
用
封
筒
（
持
参
の
場
合

も
必
要
）、
誓
約
書
（
富
良
野
市

様
式
）
な
ど
。
物
品
・
除
排
雪

は
富
良
野
市
独
自
様
式
。
登
記

事
項
証
明
書
・
各
種
証
明
書
な

ど
は
コ
ピ
ー
可
、
証
明
日
か
ら

3
カ
月
以
内
で
あ
る
こ
と
。

【
経
営
事
項
審
査
に
つ
い
て
】

　
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書

の
有
効
期
間
は
基
準
日
か
ら
１

年
７
カ
月
で
す
。
入
札
参
加
資

格
審
査
後
、
経
営
事
項
審
査
の

更
新
や
変
更
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

そ
の
都
度
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。
提
出
が
な
い
場
合
は
入
札

に
参
加
で
き
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

鰹問 
都
市
施
設
課
　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
３

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

平
成
　
年
度
入
校
生

27

追
加
募
集

　
国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校
で
は
、
求
職
中
の
障

が
い
者
の
入
校
生
（
訓
練
期
間

1
年
ま
た
は
2
年
間
）
の
追
加

募
集
を
し
て
い
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
当
校
ま
た
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

鰹問 
国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
（
砂
川
市
焼
山
　
番
地
）
　

60

拶
0
1
2
5
‐
5
2
‐
2
7
7
4

思
0
1
2
5
‐
5
2
‐
9
1
7
7

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

平
成
　
年
度
　
　
　
　

２７

こ
と
ぶ
き
大
学
生
募
集

入
学
資
格
　
市
内
に
住
ん
で
い

る
　
歳
以
上
の
方
（
平
成
　
年

６０

２７

４
月
１
日
現
在
）
で
学
ぶ
意
欲

が
あ
り
、
通
学
が
可
能
な
方

修
業
年
数
　
本
科
４
年
間
、
大

学
院
２
年
間
、
研
究
科
１
年
間

学
習
内
容
　
教
養
、
教
科
別
学

習
、
ク
ラ
ブ
学
習
、
奉
仕
活
動
、

自
治
会
活
動
、
各
種
行
事
（
年

間
約
　
日
）

３０

必
要
経
費
　
共
通
教
材
費
（
年

間
１
２
０
０
円
）、
ク
ラ
ブ
学
習

（
教
材
費
）、
宿
泊
研
修
、
学
生

自
治
会
活
動
な
ど
の
費
用

再
入
学
希
望
者
　
過
去
に
本
科

４
年
間
を
卒
業
、
ま
た
は
大
学

院
２
年
間
を
修
了
し
た
方
で
、

学
び
直
し
に
意
欲
の
あ
る
方
の

再
入
学
も
受
け
付
け
ま
す
。

募
集
人
員
／
申
込
先
　

富
良
野
校
（
文
化
会
館
）　

人
３０

拶
３
９
‐
２
３
１
８

山
部
校
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）
　
人
２０

合併処理浄化槽をご存知ですか

　合併処理浄化槽は、従来のし尿のみを処理する「単

独処理浄化槽」に比べると、処理能力が高く、し尿

処理をはじめ、台所・浴室・洗濯・洗面などのすべ

ての生活雑排水を戸別にまとめて沈殿分離や微生物

の作用によって処理・消毒し、きれいな水に戻して

から側溝・河川などの公共用水域などへ放流する環

境にとてもやさしい施設です。

※ 自家用車１台分のスペースがあれば設置でき、工

期も短期間（２週間程度）で済みます。

虚設置にかかる費用

・５人槽（１３０愛以下の住宅)　１１０万円～１４０万円

・７人槽（１３０愛超の住宅)　　１３０万円～１６０万円

・１０人槽（２世帯住宅)　　　  １７０万円～２００万円

※立地条件などにより大きく異なる場合があります

ので、あくまで参考料金と考えてください。設置を

希望される方は、事前に工事業者に見積りを依頼す

ることをお勧めします。

鰹問 市民環境課　拶３９‐２３０８

許設置後の維持費用

　合併処理浄化槽は維持管理が重要となります。設

置後は、浄化槽法により「保守点検」「清掃」「法定

検査」の3つを行なうことが義務付けられています。

【年間経費】５人槽（６～７万円）、７人槽（７～８

万円）、１０人槽（８～９万円）

※合併処理浄化槽は、メンテナンス（維持管理）を

適切に実施することにより、耐用年数は約３０年と言

われています。くわしくは問い合せください。

浄化槽整備区域（下水道処理区域外）に
住んでいるみなさんへ

虚ブロワー

許送気管

距流入管

鋸汚水枡

漁本体

禦消毒室

魚放流管

虚
許

鋸
漁

禦

距

魚
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男
性
の
部
　
１
部
、
２
部
 

　
女
性
の
部
　
１
部
、
２
部
 

参
加
料
　

　
１
チ
ー
ム
　
３
０
０
０
円
 

申
込
み
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

へ
専
用
申
込
書
で
、
１
月
７
日

鰹水 
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
監
督
会
議
は
１
月
　
日
鰹水 
に

１４

行
い
ま
す
。

鰹問 
ふ
ら
の
体
育
協
会
　

　
　
　
　
拶
２
３
‐
９
６
６
６

 市
民
参
加
手
続

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

パ
ブ
コ
メ
実
施
予
告

虚
富
良
野
市
い
じ
め
Z
E
R
O

推
進
基
本
方
針
（
案
）
に
つ
い
て

鰹問 
学
校
教
育
課

拶
３
９
‐
２
３
２
０

許
富
良
野
市
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
・
富
良
野
市
介
護
保
険
事

業
計
画
（
第
6
期
計
画
）
及
び

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

（
保
険
料
率
）
に
つ
い
て

鰹問 
福
祉
支
援
課

拶
３
９
‐
２
２
５
５

意
見
募
集
期
間

　
1
月
　
日
鰹木 
～
２
月
３
日
鰹火 

15

ま
で
※
詳
細
は
１
月
　
日
発
行

15

の
広
報
ふ
ら
の
お
知
ら
せ
版
に

掲
載
し
ま
す
。

採
用
期
間
　
平
成
　
年
4
月
1

27

日
～
平
成
　
年
3
月
　
日

28

31

勤
務
内
容
　
行
政
、
交
通
事
故
、

民
事
関
係
、
労
働
、
市
民
生
活

な
ど
の
相
談
業
務

勤
務
時
間
　
週
　
時
間
（
月
～

29

金
曜
日
）
午
前
9
時
　
分
～

30

※
毎
月
第
2
日
曜
日
の
「
法
律

相
談
」
は
出
勤

賃
　
金
　
月
額
1
3
1
4
0
0

円
（
当
市
基
準
に
よ
る
）

労
働
条
件
　
社
会
保
険
加
入
、

各
種
休
暇
あ
り

選
考
方
法
　
書
類
審
査
及
個
別

面
接
試
験

応
募
方
法
　
1
月
　
日
鰹火 
ま
で

２０

に
市
民
環
境
課
に
あ
る
申
込
票

に
よ
り
応
募
く
だ
さ
い
。

鰹問 
市
民
環
境
課

拶
３
９
‐
２
３
０
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
参
加
者
募
集

と
　
き
　
１
月
　
日
鰹日 
 

１８

　
　
　
　
午
前
９
時
開
会

と
こ
ろ
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
市
民
ま
た
は
富
良
野

市
で
活
動
さ
れ
る
チ
ー
ム
に
所

属
し
て
い
る
方
で
構
成
さ
れ
た

チ
ー
ム
 （
高
校
生
以
下
の
学
生

は
参
加
で
き
ま
せ
ん
） 

部
　
門
　

拶
４
２
‐
２
４
０
７

東
山
校
（
東
山
公
民
館
）　

人
２０

拶
２
７
‐
２
１
２
１

申
込
み
　
　
３
月
　
日
鰹金 
ま
で

２０

鰹問 
社
会
教
育
課

拶
３
９
‐
２
３
１
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

市
民
憲
章
書
初
め
展

　
富
良
野
市
民
憲
章
を
題
材
と

し
た
書
初
め
の
作
品
募
集
と
展

示
を
行
い
ま
す
。

【
作
品
募
集
】

対
　
象
　
市
民
（
幼
児
～
中
学
生
）

募
集
数
　
先
着
　
点
（
大
き
さ

５０

は
自
由
）

募
集
期
限
　
１
月
９
日
鰹金 

【
展
示
】

と
　
き
　
１
月
　
日
鰹水 
～
　
日
鰹月 

１４

２６

午
前
８
時
　
分
～
午
後
９
時
　
分

３０

３０

と
こ
ろ
　
文
化
会
館

鰹問 
社
会
教
育
課

拶
３
９
‐
２
３
１
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

市
民
相
談
員
　
　
　

　
（
嘱
託
職
員
）
募
集

募
集
人
員
　
1
人

応
募
資
格
　
昭
和
　
年
4
月
2

25

日
か
ら
昭
和
　
年
4
月
1
日
ま

35

で
に
生
ま
れ
た
方
。
市
内
に
居

住
し
て
い
る
方
。
行
政
事
務
、

司
法
事
務
経
験
者
で
健
康
な
方
。

原案（全文）の公表場所
◆行政情報コーナー（市役所１階市民ロビー）
◆担当課窓口（都市建築課）◆山部・東山支所窓口
◆文化会館ロビー◆図書館ロビー◆市ホームページ

意見を提出できる方
虚市内に住んでいる方許市内で働いている方、学んでいる方
距市内に事業所がある法人やその他の団体

意見の提出方法
虚封書・ファックス・メールなど書面（様式は自由）、
　録音テープでお寄せください
許担当課窓口に直接提出（郵送可）
距意見を提出するときは、住所・氏名などを記入し
　てください。公表はしませんが、記入がない場合
　には回答できない場合もあります。

意見提出先／問合せ
建設水道部都市建築課都市建築係
 〒０７６‐８５５５ 富良野市弥生町１番１号 
　志３９‐２３１６　思３９‐２３３２
　死kenchiku-ka@city.furano.hokkaido.jp

原案を作成した理由
　より一層、多様な意見を審議会に取り入れる観点
から、都市計画審議会の委員構成などについて見直
すものです。

原案の概要
　学識経験のある者につき任命される委員数の上限
を８人以内から10人以内とし、市議会議員につき任
命される委員数の上限を５人以内から３人以内とす
るものです。あわせて、市議会や関連する団体に属し、
職能の故をもって任命される審議委員の任期につい
て、それぞれの団体の任期に審議委員としての任期
を合わせるよう改正するものです。

※くわしくは右の公表場所で確認ください。

意見募集期間  １月１３日(火)まで

富良野市都市計画審議会条例の
一部改正（案）について

参 加市 みなさんのご意見をお寄せください民
 



▼人口減少対策における市職員ワーキングチーム（特集参照）
が発足し、先日、中堅若手職員チームの一回目の会議が開
催されました。そこであるメンバーが、「人口減は悪いこ
となのか、将来ビジョンにおける『適正な人口』を見極め
戦略を立てては」と意見。そんな視点もあったかと思わず
膝を打った私。メンバーから刺激を受けつつ、自分も若手
ならではの発想をぶつけていきたいと思います。（し）

広報ふらのは再生紙を使用しています

ままちちのの知知っっ得得情情報報満満載載！！

■行政情報番組「ラジオ広報ふらの」
　毎週　月曜日～金曜日　午後６時～６時５分放送

市市政政をを分分かかりりややすすくく解解説説！！

■まちづくり情報番組「元気ハツラツ！まちづくり」
　１月３日鰹土 　午前１０時～１０時４５分放送今月のラジオ広報

広報ふらの  平成２７年１月号  №６４０

■発行/富良野市（〒076-8555 富良野市弥生町1番1号）　■編集/総務部企画振興課広聴広報係　雑 ３９-２３０４　鯖 ２３-２１２１

■ウェブ http://www.city.furano.hokkaido.jp/　　　　　■次号/お知らせ版１月号は１月１５日発行・広報ふらの２月号は１月２９日発行

災害時にも対応

災害時には、市とラ

ジオふらのとの協

定により災害情報

が流されます。

メリー（４歳）

船曳さん家のアイドル

書
初
め
の
紙
い
っ
ぱ
い
の
明
日
の
夢

青
田
　
博
子

手
を
洗
ふ
水
や
わ
ら
か
に
今
朝
の
春

岩
田
　
美
雪

癒
え
遠
き
日
日
を
重
ね
し
初
日
か
な

手
代
　
満
恵

う
し
ろ
手
に
帯
整
へ
て
初
句
会

　
　
　
　
　
遠
藤
　
妙
子

初
弾
は
「
乙
女
の
祈
り
」
ア
ン
ダ
ン
テ

橘
　
　
千
祥

小
さ
き
手
に
石
段
髙
き
初
詣長

尾
　
佳
子

除
夜
の
鐘
御
堂
に
ひ
び
き
尊
く
も

静
か
に
遠
く
と
お
く
消
え
ゆ
く
　
    三
上
　
和
子

穏
や
か
な
日
び
を
願
い
て
新
年
も

共
に
歩
ま
む
八
十
路
近
き
を
　
　
　
鎌
田
　
敬
子

住
所
録
書
き
換
え
て
い
ま
す
消
し
て
ゆ
く

名
前
の
い
く
つ
笑
顔
の
い
く
つ
嗚
呼
  近
藤
富
貴
子

小
春
日
の
卓
に
あ
ふ
れ
る
陽
ざ
し
受
け

部
屋
に
動
か
ぬ
影
　
生
ま
れ
け
り
    武
内
の
り
子

残
さ
れ
て
独
り
老
い
ゆ
く
 短
  歌
 の
道

う
 

た

刻
に
ゆ
だ
ね
て
こ
こ
ろ
足
ら
ふ
も
    町
屋
　
和
子

愛しのペットが結ぶ「癒しのワ」。
いや

次はあなたのところへ鰻

＝今月のリレーは＝

石橋  正  憲 さんから ▼

まさ のり

 船  曳  
ふな びき

 隆  司 さんへ
たか し

＝来月は＝

 船  曳  
ふな びき

 隆  司 さんから　 ▼ 平田 
たか し

 操 さんへ
みさお

◆
愛
犬
家
も
大
迷
惑
！
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
◆

　人が大好きで、誰でも

仲良く遊ぶことができる

メリー。いつも愛くるし

い目で「遊んで～」と見

つめてきます。寂しくな

るのか、外に出かける家

族がいると、出窓からい

つも見送ってくれます。

▼寒さが続くと、朝は布団からなかなか出ること
ができません。今まで体の体温だけで布団の中を
温めていましたが、もう限界。たまたま家に置い
てあった「湯たんぽ」を発見。「どうなんだろ?」
と思いながら試してみましたが、足を温めるだけ
ですごく快適。しかも経済・環境にもやさしいの
で、みなさんもぜひ使ってみてください。（ほ）


